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	第６節　救助・救急・医療計画
	　総務課　福祉課


　救助・救急用資機材の整備、医療用資機材、医薬品等の備蓄、調達体制の整備を図るとともに、医療機関、消防署等の災害対応機能の強化を図る。

　また、医療機関の被害状況、患者受入れ状況及び活動体制等について、関係機関が把握できるよう連絡体制の整備を行う。

１　救助・救急用資機材の整備（総　※(１)(２)は北アルプス広域消防本部）
　(１)　救助工作車は、消防力の整備指針による台数の整備を図るとともに、「救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令」に基づき、装備の整備を行うものとする。また、救急自動車は、消防力の整備指針による台数の整備を計画的に図るとともに、高規格化を促進する。

　　　その際、救急救命士の計画的配置にも努める。

　(２)　大規模・特殊災害に対応するため、高度な技術・資機材を有する救助隊の整備の推進に努める。

　(３)　消防団詰所、公民館、コミュニティ防災拠点施設等に救助・救急資機材の備蓄を行い、消防団、自主防災会及び住民による発災当初の救助・救急活動を行う体制の整備を図る。

　　　また、平常時から住民に対して、これらを使用した、救助方法及び応急手当等の指導を行うとともに、定期的に訓練を実施する。

２　医療用資機材等の備蓄（福）

　　医療用資機材、医薬品等の備蓄、調達について、あらかじめ計画を策定する。備蓄医薬品については、品目・数量・使用期限等を随時チェックし、必要に応じて充足する。また、近隣市町村からの供給体制についても、あらかじめ整備を図るものとする。

３　医療機関との連携（福）

　(１)　救急指定病院と、被災者の治療等後方医療体制についてあらかじめ調整を行う。

　(２)　大北医師会と、救護班の編成等災害時の医療救護協定に基づく医療救護活動についてあらかじめ調整を行う。

　(３)　長野県地域包括医療協議会大北支部が定める「大規模災害医療救護計画」に基づく災害時医療救護体制との連絡調整を行う。

　(４)　医療機関の患者受入れ状況、被害状況及び活動状況等災害時の医療情報が速やかに把握できるよう、情報収集・連絡体制を整備しておく。

４　災害拠点病院を中心とした災害医療支援体制の整備（福）

　　災害拠点病院である市立大町総合病院を中心に、市町村の枠を越えた各地域単位の後方医療体制について、あらかじめ近隣市町村と調整を行う。

５　消防及び医療機関との連絡体制の整備（福）

　(１)　災害時においては、被害情報や患者の受入体制等の情報を関係機関が適切・迅速に入手することが不可欠である。そのためには、関係機関との情報伝達ルートの多重化、情報交換のための収集・連絡体制の明確化等について事前に連携体制を確立しておく。

　(２)　風水害等集団災害発生時の救助・救急活動については、北アルプス広域消防計画に基づいて行うものとする。

　(３)　村は、消防機関、医療機関相互の情報交換が円滑に実施されるよう、あらかじめ具体的な連絡体制について検討を行うとともに、傷病者の移送について、医療機関の連携がとれるよう関係機関を交えた調整を行う。
　(４)　近隣市町村に所在する消防機関、医療機関への協力要請方法についても、事前に定めておく。
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